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    第一章


    
      1キリスト・イエスの僕しもべたち、パウロとテモテから、ピリピにいる、キリスト・イエスにあるすべての聖徒せいとたち、ならびに監督かんとくたちと執事しつじたちへ。
    


    
      2わたしたちの父ちちなる神かみと主しゅイエス・キリストから、恵めぐみと平安へいあんとが、あなたがたにあるように。
    


    
      3わたしはあなたがたを思おもうたびごとに、わたしの神かみに感謝かんしゃし、 4あなたがた一同いちどうのために祈いのるとき、いつも喜よろこびをもって祈いのり、 5あなたがたが最初さいしょの日ひから今日こんにちに至いたるまで、福音ふくいんにあずかっていることを感謝かんしゃしている。 6そして、あなたがたのうちに良よいわざを始はじめられたかたが、キリスト・イエスの日ひまでにそれを完成かんせいして下くださるにちがいないと、確信かくしんしている。 7わたしが、あなたがた一同いちどうのために、そう考かんがえるのは当然とうぜんである。それは、わたしが獄ごくに捕とらわれている時ときにも、福音ふくいんを弁明べんめいし立証りっしょうする時ときにも、あなたがたをみな、共ともに恵めぐみにあずかる者ものとして、わたしの心こころに深ふかく留とめているからである。 8わたしがキリスト・イエスの熱愛ねつあいをもって、どんなに深ふかくあなたがた一同いちどうを思おもっていることか、それを証明しょうめいして下くださるかたは神かみである。 9わたしはこう祈いのる。あなたがたの愛あいが、深ふかい知識ちしきにおいて、するどい感覚かんかくにおいて、いよいよ増まし加くわわり、 10それによって、あなたがたが、何なにが重要じゅうようであるかを判別はんべつすることができ、キリストの日ひに備そなえて、純真じゅんしんで責せめられるところのないものとなり、 11イエス・キリストによる義ぎの実みに満みたされて、神かみの栄光えいこうとほまれとをあらわすに至いたるように。
    


    
      12さて、兄弟きょうだいたちよ。わたしの身みに起おこった事ことが、むしろ福音ふくいんの前進ぜんしんに役立やくだつようになったことを、あなたがたに知しってもらいたい。 13すなわち、わたしが獄ごくに捕とらわれているのはキリストのためであることが、兵営へいえい全体ぜんたいにもそのほかのすべての人々ひとびとにも明あきらかになり、 14そして兄弟きょうだいたちのうち多おおくの者ものは、わたしの入獄にゅうごくによって主しゅにある確信かくしんを得え、恐おそれることなく、ますます勇敢ゆうかんに、神かみの言ことばを語かたるようになった。 15一方いっぽうでは、ねたみや闘争とうそう心しんからキリストを宣のべ伝つたえる者ものがおり、他方たほうでは善意ぜんいからそうする者ものがいる。 16後者こうしゃは、わたしが福音ふくいんを弁明べんめいするために立たてられていることを知しり、愛あいの心こころでキリストを伝つたえ、 17前者ぜんしゃは、わたしの入獄にゅうごくの苦くるしみに更さらに患難かんなんを加くわえようと思おもって、純真じゅんしんな心こころからではなく、党派心とうはしんからそうしている。
    


    
      18すると、どうなのか。見みえからであるにしても、真実しんじつからであるにしても、要ようするに、伝つたえられているのはキリストなのだから、わたしはそれを喜よろこんでいるし、また喜よろこぶであろう。 19なぜなら、あなたがたの祈いのりと、イエス・キリストの霊れいの助たすけとによって、この事ことがついには、わたしの救すくいとなることを知しっているからである。 20そこで、わたしが切実せつじつな思おもいで待まち望のぞむことは、わたしが、どんなことがあっても恥はじることなく、かえって、いつものように今いまも、大胆だいたんに語かたることによって、生いきるにも死しぬにも、わたしの身みによってキリストがあがめられることである。 21わたしにとっては、生いきることはキリストであり、死しぬことは益えきである。 22しかし、肉体にくたいにおいて生いきていることが、わたしにとっては実みのり多おおい働はたらきになるのだとすれば、どちらを選えらんだらよいか、わたしにはわからない。 23わたしは、これら二つのものの間あいだに板いたばさみになっている。わたしの願ねがいを言いえば、この世よを去さってキリストと共ともにいることであり、実じつは、その方ほうがはるかに望のぞましい。 24しかし、肉体にくたいにとどまっていることは、あなたがたのためには、さらに必要ひつようである。 25こう確信かくしんしているので、わたしは生いきながらえて、あなたがた一同いちどうのところにとどまり、あなたがたの信仰しんこうを進すすませ、その喜よろこびを得えさせようと思おもう。 26そうなれば、わたしが再ふたたびあなたがたのところに行いくので、あなたがたはわたしによってキリスト・イエスにある誇ほこりを増ますことになろう。
    


    
      27ただ、あなたがたはキリストの福音ふくいんにふさわしく生活せいかつしなさい。そして、わたしが行いってあなたがたに会あうにしても、離はなれているにしても、あなたがたが一つの霊れいによって堅かたく立たち、一つ心こころになって福音ふくいんの信仰しんこうのために力ちからを合あわせて戦たたかい、 28かつ、何事なにごとについても、敵対てきたいする者ものどもにろうばいさせられないでいる様子ようすを、聞きかせてほしい。このことは、彼かれらには滅ほろびのしるし、あなたがたには救すくいのしるしであって、それは神かみから来くるのである。 29あなたがたはキリストのために、ただ彼かれを信しんじることだけではなく、彼かれのために苦くるしむことをも賜たまわっている。 30あなたがたは、さきにわたしについて見み、今いままたわたしについて聞きいているのと同おなじ苦闘くとうを、続つづけているのである。
    

  


  


  
    第二章


    
      1そこで、あなたがたに、キリストによる勧すすめ、愛あいの励はげまし、御霊みたまの交まじわり、熱愛ねつあいとあわれみとが、いくらかでもあるなら、 2どうか同おなじ思おもいとなり、同おなじ愛あいの心こころを持もち、心こころを合あわせ、一つ思おもいになって、わたしの喜よろこびを満みたしてほしい。 3何事なにごとも党派心とうはしんや虚栄きょえいからするのでなく、へりくだった心こころをもって互たがいに人ひとを自分じぶんよりすぐれた者ものとしなさい。 4おのおの、自分じぶんのことばかりでなく、他人たにんのことも考かんがえなさい。 5キリスト・イエスにあっていだいているのと同おなじ思おもいを、あなたがたの間あいだでも互たがいに生いかしなさい。 6キリストは、神かみのかたちであられたが、神かみと等ひとしくあることを固守こしゅすべき事こととは思おもわず、 7かえって、おのれをむなしうして僕しもべのかたちをとり、人間にんげんの姿すがたになられた。その有様ありさまは人ひとと異ことならず、 8おのれを低ひくくして、死しに至いたるまで、しかも十字架じゅうじかの死しに至いたるまで従順じゅうじゅんであられた。 9それゆえに、神かみは彼かれを高たかく引ひき上あげ、すべての名なにまさる名なを彼かれに賜たまわった。 10それは、イエスの御名みなによって、天上てんじょうのもの、地上ちじょうのもの、地下ちかのものなど、あらゆるものがひざをかがめ、 11また、あらゆる舌したが、「イエス・キリストは主しゅである」と告白こくはくして、栄光えいこうを父ちちなる神かみに帰きするためである。
    


    
      12わたしの愛あいする者ものたちよ。そういうわけだから、あなたがたがいつも従順じゅうじゅんであったように、わたしが一緒いっしょにいる時ときだけでなく、いない今いまは、いっそう従順じゅうじゅんでいて、恐おそれおののいて自分じぶんの救すくいの達成たっせいに努つとめなさい。 13あなたがたのうちに働はたらきかけて、その願ねがいを起おこさせ、かつ実現じつげんに至いたらせるのは神かみであって、それは神かみのよしとされるところだからである。 14すべてのことを、つぶやかず疑うたがわないでしなさい。 15それは、あなたがたが責せめられるところのない純真じゅんしんな者ものとなり、曲まがった邪悪じゃあくな時代じだいのただ中なかにあって、傷きずのない神かみの子ことなるためである。あなたがたは、いのちの言葉ことばを堅かたく持もって、彼かれらの間あいだで星ほしのようにこの世よに輝かがやいている。 16このようにして、キリストの日ひに、わたしは自分じぶんの走はしったことがむだでなく、労ろうしたこともむだではなかったと誇ほこることができる。 17そして、たとい、あなたがたの信仰しんこうの供そなえ物ものをささげる祭壇さいだんに、わたしの血ちをそそぐことがあっても、わたしは喜よろこぼう。あなたがた一同いちどうと共ともに喜よろこぼう。 18同おなじように、あなたがたも喜よろこびなさい。わたしと共ともに喜よろこびなさい。
    


    
      19さて、わたしは、まもなくテモテをあなたがたのところに送おくりたいと、主しゅイエスにあって願ねがっている。それは、あなたがたの様子ようすを知しって、わたしも力ちからづけられたいからである。 20テモテのような心こころで、親身しんみになってあなたがたのことを心配しんぱいしている者ものは、ほかにひとりもない。 21人ひとはみな、自分じぶんのことを求もとめるだけで、キリスト・イエスのことは求もとめていない。 22しかし、テモテの錬達れんたつぶりは、あなたがたの知しっているとおりである。すなわち、子こが父ちちに対たいするようにして、わたしと一緒いっしょに福音ふくいんに仕つかえてきたのである。 23そこで、この人ひとを、わたしの成行なりゆきがわかりしだい、すぐにでも、そちらへ送おくりたいと願ねがっている。 24わたし自身じしんもまもなく行いけるものと、主しゅにあって確信かくしんしている。 25しかし、さしあたり、わたしの同労者どうろうしゃで戦友せんゆうである兄弟きょうだい、また、あなたがたの使者ししゃとしてわたしの窮乏きゅうぼうを補おぎなってくれたエパフロデトを、あなたがたのもとに送おくり返かえすことが必要ひつようだと思おもっている。 26彼かれは、あなたがた一同いちどうにしきりに会あいたがっているからである。その上うえ、自分じぶんの病気びょうきのことがあなたがたに聞きこえたので、彼かれは心苦こころぐるしく思おもっている。 27彼かれは実じつに、ひん死しの病気びょうきにかかったが、神かみは彼かれをあわれんで下くださった。彼かればかりではなく、わたしをもあわれんで下くださったので、わたしは悲かなしみに悲かなしみを重かさねないですんだのである。 28そこで、大急おおいそぎで彼かれを送おくり返かえす。これで、あなたがたは彼かれと再ふたたび会あって喜よろこび、わたしもまた、心配しんぱいを和やわらげることができよう。 29こういうわけだから、大おおいに喜よろこんで、主しゅにあって彼かれを迎むかえてほしい。また、こうした人々ひとびとは尊重そんちょうせねばならない。 30彼かれは、わたしに対たいしてあなたがたが奉仕ほうしのできなかった分ぶんを補おぎなおうとして、キリストのわざのために命いのちをかけ、死しぬばかりになったのである。
    

  


  


  
    第三章


    
      1最後さいごに、わたしの兄弟きょうだいたちよ。主しゅにあって喜よろこびなさい。さきに書かいたのと同おなじことをここで繰くり返かえすが、それは、わたしには煩わずらわしいことではなく、あなたがたには安全あんぜんなことになる。
    


    
      2あの犬いぬどもを警戒けいかいしなさい。悪わるい働はたらき人びとたちを警戒けいかいしなさい。肉にくに割礼かつれいの傷きずをつけている人ひとたちを警戒けいかいしなさい。 3神かみの霊れいによって礼拝れいはいをし、キリスト・イエスを誇ほこりとし、肉にくを頼たのみとしないわたしたちこそ、割礼かつれいの者ものである。 4もとより、肉にくの頼たのみなら、わたしにも無なくはない。もし、だれかほかの人ひとが肉にくを頼たのみとしていると言いうなら、わたしはそれをもっと頼たのみとしている。 5わたしは八日目かめに割礼かつれいを受うけた者もの、イスラエルの民族みんぞくに属ぞくする者もの、ベニヤミン族ぞくの出身しゅっしん、ヘブル人びとの中なかのヘブル人びと、律法りっぽうの上うえではパリサイ人びと、 6熱心ねっしんの点てんでは教会きょうかいの迫害者はくがいしゃ、律法りっぽうの義ぎについては落おち度どのない者ものである。 7しかし、わたしにとって益えきであったこれらのものを、キリストのゆえに損そんと思おもうようになった。 8わたしは、更さらに進すすんで、わたしの主しゅキリスト・イエスを知しる知識ちしきの絶大ぜつだいな価値かちのゆえに、いっさいのものを損そんと思おもっている。キリストのゆえに、わたしはすべてを失うしなったが、それらのものを、ふん土どのように思おもっている。それは、わたしがキリストを得えるためであり、 9律法りっぽうによる自分じぶんの義ぎではなく、キリストを信しんじる信仰しんこうによる義ぎ、すなわち、信仰しんこうに基もとづく神かみからの義ぎを受うけて、キリストのうちに自分じぶんを見みいだすようになるためである。 10すなわち、キリストとその復活ふっかつの力ちからとを知しり、その苦難くなんにあずかって、その死しのさまとひとしくなり、 11なんとかして死人しにんのうちからの復活ふっかつに達たっしたいのである。 12わたしがすでにそれを得えたとか、すでに完全かんぜんな者ものになっているとか言いうのではなく、ただ捕とらえようとして追おい求もとめているのである。そうするのは、キリスト・イエスによって捕とらえられているからである。 13兄弟きょうだいたちよ。わたしはすでに捕とらえたとは思おもっていない。ただこの一事いちじを努つとめている。すなわち、後うしろのものを忘わすれ、前まえのものに向むかってからだを伸のばしつつ、 14目標もくひょうを目めざして走はしり、キリスト・イエスにおいて上うえに召めして下くださる神かみの賞与しょうよを得えようと努つとめているのである。 15だから、わたしたちの中なかで全まったき人ひとたちは、そのように考かんがえるべきである。しかし、あなたがたが違ちがった考かんがえを持もっているなら、神かみはそのことも示しめして下くださるであろう。 16ただ、わたしたちは、達たっし得えたところに従したがって進すすむべきである。
    


    
      17兄弟きょうだいたちよ。どうか、わたしにならう者ものとなってほしい。また、あなたがたの模範もはんにされているわたしたちにならって歩あるく人ひとたちに、目めをとめなさい。 18わたしがそう言いうのは、キリストの十字架じゅうじかに敵対てきたいして歩あるいている者ものが多おおいからである。わたしは、彼かれらのことをしばしばあなたがたに話はなしたが、今いままた涙なみだを流ながして語かたる。 19彼かれらの最後さいごは滅ほろびである。彼かれらの神かみはその腹はら、彼かれらの栄光えいこうはその恥はじ、彼かれらの思おもいは地上ちじょうのことである。 20しかし、わたしたちの国籍こくせきは天てんにある。そこから、救主すくいぬし、主しゅイエス・キリストのこられるのを、わたしたちは待まち望のぞんでいる。 21彼かれは、万物ばんぶつをご自身じしんに従したがわせうる力ちからの働はたらきによって、わたしたちの卑いやしいからだを、ご自身じしんの栄光えいこうのからだと同おなじかたちに変かえて下くださるであろう。
    

  


  


  
    第四章


    
      1だから、わたしの愛あいし慕したっている兄弟きょうだいたちよ。わたしの喜よろこびであり冠かんむりである愛あいする者ものたちよ。このように、主しゅにあって堅かたく立たちなさい。
    


    
      2わたしはユウオデヤに勧すすめ、またスントケに勧すすめる。どうか、主しゅにあって一つ思おもいになってほしい。 3ついては、真実しんじつな協力者きょうりょくしゃよ。あなたにお願ねがいする。このふたりの女おんなを助たすけてあげなさい。彼かれらは、「いのちの書しょ」に名なを書かきとめられているクレメンスや、その他たの同労者どうろうしゃたちと協力きょうりょくして、福音ふくいんのためにわたしと共ともに戦たたかってくれた女おんなたちである。
    


    
      4あなたがたは、主しゅにあっていつも喜よろこびなさい。繰くり返かえして言いうが、喜よろこびなさい。 5あなたがたの寛容かんようを、みんなの人ひとに示しめしなさい。主しゅは近ちかい。 6何事なにごとも思おもい煩わずらってはならない。ただ、事ことごとに、感謝かんしゃをもって祈いのりと願ねがいとをささげ、あなたがたの求もとめるところを神かみに申もうし上あげるがよい。 7そうすれば、人知じんちではとうてい測はかり知しることのできない神かみの平安へいあんが、あなたがたの心こころと思おもいとを、キリスト・イエスにあって守まもるであろう。
    


    
      8最後さいごに、兄弟きょうだいたちよ。すべて真実しんじつなこと、すべて尊たっとぶべきこと、すべて正ただしいこと、すべて純真じゅんしんなこと、すべて愛あいすべきこと、すべてほまれあること、また徳とくといわれるもの、称賛しょうさんに値あたいするものがあれば、それらのものを心こころにとめなさい。 9あなたがたが、わたしから学まなんだこと、受うけたこと、聞きいたこと、見みたことは、これを実行じっこうしなさい。そうすれば、平和へいわの神かみが、あなたがたと共ともにいますであろう。
    


    
      10さて、わたしが主しゅにあって大おおいに喜よろこんでいるのは、わたしを思おもう心こころが、あなたがたに今いままたついに芽めばえてきたことである。実じつは、あなたがたは、わたしのことを心こころにかけてくれてはいたが、よい機会きかいがなかったのである。 11わたしは乏とぼしいから、こう言いうのではない。わたしは、どんな境遇きょうぐうにあっても、足たることを学まなんだ。 12わたしは貧ひんに処しょする道みちを知しっており、富とみにおる道みちも知しっている。わたしは、飽あくことにも飢うえることにも、富とむことにも乏とぼしいことにも、ありとあらゆる境遇きょうぐうに処しょする秘ひけつを心得こころえている。 13わたしを強つよくして下くださるかたによって、何事なにごとでもすることができる。 14しかし、あなたがたは、よくもわたしと患難かんなんを共ともにしてくれた。 15ピリピの人ひとたちよ。あなたがたも知しっているとおり、わたしが福音ふくいんを宣伝せんでんし始はじめたころ、マケドニヤから出でかけて行いった時とき、物もののやりとりをしてわたしの働はたらきに参加さんかした教会きょうかいは、あなたがたのほかには全まったく無なかった。 16またテサロニケでも、一再いっさいならず、物ものを送おくってわたしの欠乏けつぼうを補おぎなってくれた。 17わたしは、贈おくり物ものを求もとめているのではない。わたしの求もとめているのは、あなたがたの勘定かんじょうをふやしていく果実かじつなのである。 18わたしは、すべての物ものを受うけてあり余あまるほどである。エパフロデトから、あなたがたの贈おくり物ものをいただいて、飽あき足たりている。それは、かんばしいかおりであり、神かみの喜よろこんで受うけて下くださる供そなえ物ものである。 19わたしの神かみは、ご自身じしんの栄光えいこうの富とみの中なかから、あなたがたのいっさいの必要ひつようを、キリスト・イエスにあって満みたして下くださるであろう。 20わたしたちの父ちちなる神かみに、栄光えいこうが世々よよ限かぎりなくあるように、アァメン。
    


    
      21キリスト・イエスにある聖徒せいとのひとりびとりに、よろしく。わたしと一緒いっしょにいる兄弟きょうだいたちから、あなたがたによろしく。 22すべての聖徒せいとたちから、特とくにカイザルの家いえの者ものたちから、よろしく。
    


    
      23主しゅイエス・キリストの恵めぐみが、あなたがたの霊れいと共ともにあるように。
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